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　Abstract : Studies on saprophytic behaviour of soil borne pathogenic fungi. VII. Competitive

saprophytic abilities of F･ｕｓａｒiｕｍｏ司

NiNOMIYA and Shigeko Taneda.Ｌａｂｏｒａtｏｒｙ! ０／　Ｐｌａれt ＰａtfioJog＾i, Ｆａｃｕlりｏｆ Ａｇｒicｕltｕｒｅ.

Many fungi have severe competitions each other on living roots or plant debris in soil. In this

paper fungal competition on food base in soil was studied. There were many kinds of fungi on

debris or in soil, but were many number of them on roots of cucumber though there were not

so many of kinds. Some of them had antagonistic activities foｒ　Ｆｕｓａｒiｕｍｏこｚｙｓｐｏｒｕmf.ｃｕｃｕｍｅｒi-

ｎｕｍ ０てRhiｚｏｃｔｏｎｉａｓｏｌａｎｉ^　ａnd their activities were shown in rich nutrients. Colonized ability

of R.ｓｏｌａｎｉon debris occupied by the antagonist was weak in sterilized soil but its ability of Ｆ.

ajりび）θΓzzﾀ7zwas not so.　In natural soil> some of antagonists had weak competitive abilities, in

spite of their antagonistic actions, and the pathogens could compete with them for food base.

Colonization of these antagonists on debris occupied by pathogen were different with kind of

pathogen or soil condition, andＲ. 　ｓｏｌａｎｉhad more weak saprophytic ability than Ｆ，０エｙｓｐｏｒｕｍ.

Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａand Ｆ. 。xyspormn (non pathogenic type) were dominant type in all fungi tested.

In competitive ＣＯ】onization on cucumber root,　"Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ Ｆ. ｐエ:ｙｓｐｏｒｕｍ,Ｒ. ｓｏｌａｎｉ Ｆ.

ｒｏｓｅｔｉｎt,Ｍｕｍｉｃｏｌａ andＭｙｒｏtheciｕｍ were in dominant group, andＡｓｐｅｒgillｕｓ, Ｃｌａｄｑｒhinｕｍ

and Ｔ＾enicilliｕｍ were in recessive. From these results the group having antagonistic activities is

not always the one having severe competitive saprophytic abilities. And dominant group in soil

and on root surface are divided from competitive activities to colonized on food base as followed:

one having severe saprophytic ability, one having precolonized character, one having antagonistic

action influenced in environmental･ factors, and one localized on food base for their slow growth

or weak adaptative abilities.

　微生物か土壌中で活性を維持する場合，他の微生物との間に養分獲得をめぐうて競合が行われ

る。土壌中ではこれら徹生物の養分は残涜や生活根よりの生産物により供給されるが，ある微生物

が他菌よりも優位に立つためには，これら有機質を確保し，あるいは他菌の占有する有機質を獲得

することにより生活圏を確保し，自己の生存域を拡大することか必要であろう。土壌病原菌も土壌

生息菌の一員として土壌中で腐生生活を営み，競合しながらやがて休眠に到るが，腐生期における

病原菌の活性維持は次期の作物の病害発生に関与すると考えられる。

　本研究は未分化型病原菌であるＲｈｉｚｏｃtｏｎｉａ ｓ,ｎｌａ.ni･と，分化型病原菌であるＦｉtｓａｒiｕｍ ｏｘ＾i-

ｓｐｏｒｕｍｌ. cucumerinum　を用いて，一般土壌生息性糸状菌との間に残澄あるいは生活根をめぐっ

ての着生能を検討し，あわせて土壌中での腐生競合についての様式を検討した。
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　実験１．土壌糸状菌の収集ならびにその性質　　　　卜　　　　　　　　　　　　丿

　糸状菌は数年間キュウリを栽培し、冬期は休閑した当研究室所属の圃場より採集した。圃場は３

月にイネわらを反当800 kg 混入し、５月上旬に油粕｀」50 kg､ヽ石灰80 kg を加え、栽培期間中

は適時配合肥料を散布した埴壌土で、pHは6.4である。　キュウリは四葉を栽培し、５月中旬に定

植、８月上旬に除去し、引続き油粕90 kg、 石灰40 kg、 を茄えて耕起し、８月下旬に第２作を定植

し、10月中旬に除去して、以後翌春まで放置した。糸状菌は５月下旬あるいは６月中旬に土壌ある

いはキュウリの根から採集した。　すなわち、表土下5～10 cmの土壌を採取し、ジャガイモ煎汁

寒天培地を用いて寒天稀釈法により、あるいは供試土廬中に散在する植物残旋片より糸状菌を採取

した。また、栽培中のキュウリの根を掘り取り、細根先端部100片柴培地上に置き、出現する菌群

を採取して根面生息糸状菌とした。　また、本実験に用いた病原菌はＦｕｓａｒiｕｍ　ｏエｙ％ｐｏｒｕm l。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
cucum･erinum (菌株番号F501、またはF 504)、Ｒｈｉｚｏｃtｏねia ｓｏｌａ㎡(RS 508)で、いずれもキュウ

リ罹病部から得た菌株である。　　　　　　　　　　

ゝ'　･J '
｜　゛F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡●j1　●　　　　　1●　圃場より得た糸状菌のうち、優勢菌群と目されるもめ'は、寒天稀釈法によれば、Ａが^ergillus、

Ｃｌａｄｏｓｐｏｒiｕｍ、Ｆ、ｏエｙｓかｏｒｕｍ、ＧＵｏｍａｓtiｘ、Ｈｕｍｉｃｐｌｄ、ＭｕＣＯＴ、ＭｙＴｏtheciｕｍ、Penicilliｕｍ、

Ｆｕllｕlaｒia、Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ、Ｖｅｒticilliｕｍであり、残律法によれほ、Ａｓｔieｒがllｕ％、Ｃｅｐｈａｌｏｓｐｏｒiｕｍ、

Ｃｈａｅtｏｍｉｕｍ、Ｃｌａｄｏｒhinｕｍ、F. oxy･ｉｐｏｒｕｍ、Ｆ. ｒｏｓｅｕｒれ､Ｇｅｏ£ｒi､chｕ-ｍ、Ｇｌｉｏｍａｉtiエ、Ｈｕｍｉｃｏｌａ、

Ｍｏｒtieｒella、Ｍｙ･ｏｉｈｅｃｉｕｍ、Ｐｈｏｍａ、Ｆｕllｕlaｒia、Ｐ･ｙthiiiポ√Ｒｈｉｚｏｃtｏｎｉａ、ＴＩ･ｉｃｈｏｄｅｒｍａ、Ｖｅｒti-

cilliｕｍであった。残旋法で得た菌群は種類が多いか各菌の菌数はあまり差異か認められず。出現

菌の種類、頻度は必ずしも稀釈法と一致しなかった。　また、根面生息糸状菌はＣゆhaloｓｐｏｒiｕｍ、

Ｃｌａｄｏｒhinｕｍ、Ｆ． ｏヱｌゆｏｒｕｍ、 Ｆ. ｒｏｓｅｕｍ、Ｈｕｍｉｃｏｌａ（Ｍｏぷｅ以降、Ｍ-yｒｏtheciｕｍ、Ｐ"ythtｕｍ、

Ｍｕｃｏｒ、Rhtｚｏｃtｏｎｉａ、Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａなどが優勢菌群として挙げられ‘るが、根面菌と土壌生息菌と

の間には優勢菌群に多少の相違か認められる。　　　　　ダ　　　＼

　採集した各菌株のＦ．ｏｘｙｓｂｏｒｕｍ、Ｒ. ｓｏｌａｎｉに対する抗菌力を土壌煎汁培地、Czapek培地お

　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　１　　　　　　　　　　－よびジャガイモ煎汁培地上で25°Ｃで対峙培養により検討｢じた。　　／

　供試した病原菌に抗菌力を示す菌株は第１表に示す通りである。抗菌力は培地の養分により異な

Table ＼ . Ａｎtａｇｏｎｉｓtｉｃａｃtｔｍtieｓ　of ｓoil fｕｎｇｉ･tＯ　Ｆ.ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ ａｎｄ

　沢.ｓｏｌａｎｉ　ｏｎａｇａｒｍｅｄｉａ、　　　　　　＼しコ　　ダ　、．

Antagonist

Aｓpeｒgillｕｓ-Ａ

Ａｓｐｅｒgillｕｓ.Ｂ

Ｃｅμ
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F: Ｆ．oxy:ゆ。ｒZ。7Zf. cucumerin“ﾀ≪, R：尺.ｊりZα,!i’　　，｡

－:Non inhibition,士:Inhibited each other,十:Inhibited by antagonist.
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り，･一般に養分の豊富な培地では強い抑制力を示すようである。また，菌株によって抗菌力に差が

認められる。なお，表示以外の12菌はまったく抗菌力を示さないか，あるいはきわめて微弱であっ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･’

　つぎに，土壌中での各菌株の伸長について検討した。風乾後ノ乾熱滅菌した砂，あるいは土壌

　（壌土：砂＝３：１）を300 m1入れた300 m1 容ビーカーの中央部の底面よりｌ ｃｍの位置に各

菌株の径５ ｍｍの菌そう円板を入れ，砂にはCzapek液を，土壌には殺菌した土壌煎汁を加えて

土壌湿度を60％（Ｖ/Ｖ）に調整し，表面をアルミ箔で覆ったのち25°Ｃに静置した。接種後5, 10,･

15日後にビーカーの中央部の土壌を径１ ｃｍの円筒を用いて取り出し，接種源よりｌ ｃｍごとの

位置の土壌を検鏡することにより各菌株の土壌中での伸長を測定した。供試した菌株は病原菌のほ

かに土壌および根面に一般に見られる10菌株である（第２表）。

　　　　　　　　　　　Table 2.　Ｍｙcelial ｇｒｏＴｕth.ｏｆｓoilflぶｓiin ｓｏil

Ｆ．ｏエ:ｙｓｐｏｒｕＴｎ＊
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　　　　　　　　　　　＊　Pathogenic type

　　　　　　　　　　　＊＊　S:Sand、 Ｌ: Loam

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

　　各菌株とも土壌中での伸長は砂土中よりもおくれるか、添加養分量が少ないにも拘らず伸長す

る菌量は砂中よりやや少ない程度である。　しかし、菌株によって菌量には可成の差が認められ、

Ｃｌａｄｏｒhinｕｍ、Ｃゆhaloｓかｏｒiｕｍは密度は小さい６菌の伸長はＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ、Ｒ.　ｓｏｌａｎｉ、Ｆ、ｒｏsｅｕｗ.
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(:Ｚｌａｄｏｒhinｕｍは大きく,Ａｓｔ>ｅｒがlhぷｓ，ＨｕＴｎｉｃｏｌａ,　Penicilliｕｍは小さい。'

　実験２　競合的着生カ　　　　　　　　　　　　　ト↓●

　土壌中の生活根や植物残置は病原菌も含めて一般土壌中の活性を維持する養分源である。本実験

では，残澄としてイネわらを，生活根として牛ユウ士の幼根を用いて糸状菌群の着生力を調査し

た。

　1.イネわらへの土壌菌の着生　　　　　　　　　　　ごダ

　供試した菌株はＡｓｐｅｒgillｕｓ、Ｃｅ-ｂｈａｌｏ％i＞ＯＴｉｕｍ、F. oエフｙｓｉ>ｏｒｕ７７１（腐生型）、Ｈｗｍｉｃｏｌａ、Ｍ-ｙｒｏthe-.

ｃ伍ｍ、Ｐｅｎｉｃぶ伍ｍ、Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａで、いずれも病原菌疆対し､て抗菌性を有する菌株である。病

原菌としてはＦ. ｏｘｖｓｂｏｒｕｍ（F 504)、Ｒ、ｓｏｌａｎｉを用いた。各菌株をあらかじめジャガイモ煎

汁寒天培地上で25°Ｃにて培養し、この菌そう上に炭素源を除去しだGzapek液に浸漬後殺菌した

長さ１ｃｍのイネわらを並べ、25°Ｃに２日間置いたものを接種源とした。　また、殺菌したバーミ

キュライトをCzapek液で湿度60％（Ｖ/Ｖ）に調整し、各菌株を植えつけて25°Ｃに10日静置した
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ものを土壌混和用接種源とした。この場合，菌そ･うの生育速度のおそいＡゆｅｒgilJｕｓ，Ｈｕｍｘｃｏｌａ，

Penicilliｕｍは培養期間を20日とした。土壌は殺菌した砂あるいは２ｍｍのふるいで節別した無殺

菌土壌を用い，これらにバーミキュライト接種源をそれぞれ50, 25, 12.5%になるように混合し

た。各土壌を径９ｃｍの腰高ペトリ皿に200 m1 ずつ入れ，土壌煎汁を添加して水分を60％になる

ように調整した。それぞれの腰高ペトリ皿に各菌株を接種したイネわらを20本ずつ挿入し, 3,6, 9

日目にとり出して水洗後, Czapek培地上におき，出現する糸状菌を調査して両菌のわら保持力お

よび着生力を検討した(第１図，第２図，第３図，第４図)。

　各菌株の着生したわらへのＲ. sｏｌａｎｉの着生は時間の経過とともに増大するか，土壌中の菌量

によって着生に難易かおり，菌量が増大すると着生率は上昇する傾向が認められる。　この傾向は

Ｃｅｐｈａｌｏ％ｉ＞ＯＴｉｕＴｎ，Ｆｕｓａｒiｕｍ,Myro£heciｕｍにおいて顕著である。Ｔｒｉｃｈｏｄｅｎｎａ，Ｈｕｍｉｃｏｌａ　の着

生したわらへのＲ，ｓｏｌａｎｉの着生は困難である。また，この図には示していないか，Ｃｈａｅtｏｍｉｕｍ，

ＣｌａｄｏｒhinｕｍはＲ.　ｌｏｌａｎｉの着生により次第にわら上から消滅するようである。無殺菌土壌中で
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もＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ，ＨｕＴｎｉｃｏｌａ　はＲ.ｓｏｌａｎｉの着生を阻止するが，

とＦｕｓａｒiｕＴＯが高いのみで，他の菌株では占有率自｡体か低下する。

中の菌密度の大きい時には本菌のわら着生率は上昇する。

わらの占有率はＴｒtｃｈｏｄｅｒｍａ

この場合，Ｒ．ｓｏｌａれiの土壌

　Ｒ．ｓｏｌａれiのわら占有力はＴｒz･ｃｈｏｄｅｒｍａ、Ｕｕｍｉｃｏｌａ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ、Ｍ-ｙｒｏtｈｅｃｉｕＴＯ、Penici1111ｕｍ

によって阻止され、わら上ではこれらの菌による推移か見られる。この場合にも土壌の菌量により

阻止の程度は異なる。　無殺菌土壌でも類似の傾向が認められるか、Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ、Ｆｕsａｒiｕｍ.を除

いては土壌中の各菌株は腐生競合力が小さく、殺菌土壌の場合のような菌数の増加は認められず、

わら上のＲ、ｓol ａｎｉの減少との相関については明らかでな/い。

　他の土壌菌の着生したわらへのＦ．ｏエ:ｙｓi＞ｏｒｕｒｎ.の着生力は大きく、Ｃｅ-ｂｈａｌｏ％t>ｏｒiｕｍ、Ｈｕｍｉｃｏｌａ

によりある程度阻止される。この場合にも土壌中の菌量により着生の程度は異なり、菌量の少ない

場合にはＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａにも阻止力が認められる。無殺菌土壌中ではＴｒｉｃｈｏｄｅｍｉａ、Ｆｕｓａｒtｕｍ以

外にはわらの占有力は弱く、他の菌株はＦ．ｏエ？ゆｏｒｕｍの着生を阻止出来ないようである。

Ｆ
、ｏエ'ＶＳｉ>ｏｒｕ'ｍ.

Fig. 3. Colonization of Ｆ. 。ｚｙ砂ortim on rice straw occupied by other fungus in soil.

　　　　●:Ｆ、ｏエｙｓｐｏｒｕｍ、゜:soil fungus、 一一:sterilized sand、 －－－－:natural soil
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の減少を促がすようである。無殺菌土壌中においてもこの傾向は変らず。　Ｆ.　ｏりゆｏｒｕｍの占有率

の減少はＴｎｃｈｏｄｅｒｍａを除いては競合菌株によるものとは考え難い。

2.キュウリ幼根への土壌菌の着生

　生活根への土壌菌の着生の優劣を検討するために、他菌の存在する根面、あるいは無菌的根面へ

の２菌株の着生競合について調査した。

　供試した菌株は　ＡゆｅｒｇtＵｗｓ、Ｃｅｉ＞ｈａｌｏｉｂｏｒiｕni、Ｃｌａｄｏｒhinｕｍ、F. oxyst'orum (病原型）、Ｆ、

ｒｏｓｅｕｍ、Ｈｕｍｉｃｏｌａ、Ｍ＾iｒｏtheciｕｍ、Penicilliｕｍ、Ｔｒtｃｈｏｄｅｒｍａ、Ｒ、ｉｏｌａｎｉの10菌株である。

　供試菌株のキュウリ幼根（品種：四葉）に対する被害について調査した。すなわち、各菌株をジ

ャガイモ煎汁寒天培地上に５日あるいは10日間25°Ｃで培養した。表面殺菌したキュウリの種子を

各菌そうの上に置き、数回振動させたのち、湿度70％の殺菌した砂の上に並べて25° Ｃ で３日ある

いは６日間保った。　なお胞子を形成しないＲ. ｓｏｌａｎｉと（コａｄｏｒhinｕｍは菌そう上に12時間種子

を置いたのち砂に移した。各区の幼苗を抜き取り、根の変色その他について調査した。その結果、
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明らかに根が侵害されたのは　Ｒ、sol ａｎt、Ｆ．ｏエｙ%i）ｏｒｕｍ　を接種したキュウリだけであるが、

Ａsｔｅｒgillｕｓ、Penicilliｕｍ、Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａを接種した瀧合にも'わずかなから変色が認められる。゛ま

た、Penicilliｕｍを接種した場合には根は徒長する。 Ｍｙｒｏtheciｕｍを接種した場合には無処理よ

りも根の伸長、分枝ともに良好である。その他の菌株については根の異常は認められない。

　供試菌株を前述の方法によりバーミキュライト接種源とし、２菌株ずつを組合わせてそれぞれ10

m1ずつ殺菌した砂150 ml に混合し、殺菌した土壌煎汁を加えて湿度を60％に調整したのち25°Ｃに

１日放置した。一方、表面殺菌したキュウリの種子を殺菌した砂あるいは無殺菌土壌に播種した。

幼根が1.5 cmに伸長した時点で抜き取り、上記の２菌株を混合し!､た砂に植え、12時開明期の陽光

恒温器に入れ、２日間25° Ｃ に保ったのち、幼苗を抜き取って水洗し、根をCzapek培地上に並

べ、出現する糸状菌を調査した。

　殺菌した砂では供試した２菌株はお互いに競合して根に到達する。各菌株の組合わせのうち、根

への着生のもっとも優れているものはＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａであり、根の全面から検出される。　ついで

Ｆ．ｏエ■ｙｓｔｏｒｕｍ、Ｒ. ｓolａｎt、Ｈｕｍｉｃｏｌａで、Ｆ、７ＴｏsｅｉｉＴＯ、 Ｍ､、Ｔｏtheciｕｍ、Ｃｅｐｈａｌｏ％i＞ｏｒiｕｍ.は競合

菌によっては着生に難易がある。また、Ａｓ-ｂｅｒがＵｕｓ、Ｃｌａｄｏｒhi心ｍいPenicilliｕｍは競合菌の種類

により根面の着生部位がかなり限定される。また、根面が先着菌で汚染されている場合は第６図に

示すように競合２菌株はお互いの競合のほかに根面菌群との競合がある。その結果、第５図に示す

無菌的条件と異なり、着生率はかなり低下し、根全面に拡がる菌株は減少し、根の一部のみで生活

する場合が多くなる。 Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ、Ｆ.　ｏｘｙｓｂｏｍｍが供試菌株のうちでは着生率も着生面積も広

いか、Ａｓｐｅｒgillｕｉ、Penicilliｕｍ、Ｑｌａｄｏｒhinｕｍは生存域はきわめて小さくなる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察

　土壌微生物の養分的競合の主場面は土壌中に存在する植物残置あるいは植物根圏および根面であ

る12･13･15'。土壌中の基質上での微生物の競合，推移についてはＤｏｘｏ，小倉6'，宇井・鈴＃14'に

より研究されている。植物根あるいは残澄上に生息する糸状菌を比較すると，残澄上には質的に異

なる菌群があらわれ，植物根上には量的に異なる菌群が出現する傾向か認められる。これは残置の

構成成分の差や分解過程により相は安定し難いのに対し，植物根は物質生産の点において均一化す

るために相は安定することによると考えられる。

　Garrett^りま無菌的残澄への着生競合により腐生的活性を評価しているが, Cook"は先着菌群の

存在する残故においては腐生的活性の評価は異なると報告した。　宇井・鈴＃loは残置への着生お

よび残存犀ついてＲ. ｓｏｌａｎｉの不完全菌群に対する競合力は弱く，Ｆｕｓａｒiｕｒａ，Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｖia　の競

合力は強いと指摘した。土壌中の存在する糸状菌の中にはＦ，ｏエ･ｙｓi＞ｏｒｕ:m, R.ｓｏｌａｎｉに抗菌性を

示す菌株があり，その抗菌力は養分その他の環境条件により左右されることは他の研究者･も認めて

しべる2β78μo)ｏ

　Porter"'は残浦上の各菌の間には生育阻害，共存あるいは無関係など種々の行動かあると報告

している。培地上で抗菌力をもつ菌群の残漉占有率は高く，Ｒ，sｏｌａｎｉは着生し難い場合が多い。

しかしバF. oxysporumはＲ. ｓｏｌａｎｉよりも着生は容易であり，培地上の桔抗との相関は認め難
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い。自然土壌中での残置への２菌株間の着生競合はいずれも他の土壌微生物の影響をうけるが，Ｆ．

ｏ砂ゆｏｒｕｍ, 　Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａは比較的安定して残澄上に存在しうる。一方，Ｒ．ｓｏ! ａｎtの占有する

残澄への他菌株の着生ははげしく，とくに＾ｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ，Ｆ.　ｏｘ＼ｓｔ,ｏｒｕｍ，ＨｕｍｉｃｏｌａはＲ ｓｏｌａｎｉ

に対する競合力は大きい。 Ｆ．ｏエｙゆｏｒｕｍは残澄占有力は強く，他菌との共存は認められるが，

菌数の減少は小さい。この現象は自然土壌においても同じ傾向を示す。

　土壌菌の中には病原菌以外にも所謂不定性病原菌に類する菌群があり，また，植物の生育を助長

する菌群も認められる。前者はＡｓｔｅｒgillｕｓ，Penicilliｕｍ，Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍ.μなどで，後者はMyrothe一

ciｕｍである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　’゛

　土壌中の生活根への着生はＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ，Ｆ.ｏｘｙｉｐｏｒｕｍ, F. r･ｏｓｅｗｍ，Ｈｕｍｉｃｏｌａ，Ｍ^ｙｒｏtheci-

um, R.sｏｌａｎｔなどがすぐれている。　この性質は先着菌の存在す万る根面でも認められる。抗菌力

を示すＡｓi>ｅｒgi･llｕｓ，Ｃｅｐｈａｌｏｉｐｏｒiｕｍ，Penicilliｕｍは着生競合に劣る傾向かあるが，その一因は土

壌中での菌糸の伸長の差によると思われる。これらの菌群は生活根あるいは残置上では局在性を示

す。Ｃｅｉ＞h.ａｌｏｓｔ>ＯＴｉｕｍ，Ｈｕｍｉｃｏｌａ，Ｍｙｒｏtheciｕｍは同時競合の場合は基質の占有力は大きいか，先

着菌の存在する基質では着生力を低下させ，抗菌性は環境により左右されやすい菌群と思われる。

Ｆ.　ｒｏ％ｅｕ-ｍ　やＲ.ｓｏｌａｎｉは抗菌力よりも菌糸自体の伸長により他菌に先駆する菌群に属すると思

われ，Ｃｌａｄｏｒhinｕｍも同様の性質をもつようである。これらに対｡し, Ｆ.　０エｙゆｏｒｍやＴｒｉｃｈｏｄｅ-

ｒｍａ　は腐生的競合力の強い菌群あるいは環境適応型の菌群であり，土壌中の各位置で優勢菌とし

て存在するが，小倉・林8゛，小倉・山田9Jの指摘するように基質の利用や環境に対する反応性から

見てその位置は必ずしも安定したものとは考え難い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　j鞠.　　　I●　土壌中の基質に対する優勢菌群の競合はそれぞれの菌の特性によりいくつかの群に分けられる

が, Ｂｕｒｇｅｓｓ　＆　ＧｒiffやＰα410）の言及するよう･に，各菌の存在する場の条件により動的な腐生

的平衡を保つものと考えられる。　　　　　　　　＾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　｀キュウリ栽培圃場に存在する糸状菌を集め，腐生競合力について調査した。

　寒天稀釈法，残置法により土壌中より，あるいは平板法により生活根より糸状菌を得たが，残澄

法では多種の菌を，生活根からは多数の菌が得られた。。これらの菌株にはＦｕｉａｒiｕｍ ｏｘｙｓｐｏｒiぷm

f.ｃｕｃｕｍｅｒｍｕｍあるいはRKiｚｏｃtｏｎｉａ ｓｏｌａｎｉに抗菌力を示す菌群が存在するか，抗菌力は栄

養条件により異っていた。　これら抗菌性菌株の着生する残直へのＲ. ｓｏｌａれiの着生力は弱いか，

Ｆ，ｏエ･ｖｓ-ｂｏｒｕｍ.は着生力は強い。　しかし，自然土壌ではヽ抗菌性菌株の中には残置占有力の弱い菌

群があり，措抗菌と病原菌の残置着生競合には一定の関係は見出だせなかった。また，病原菌の占

有する残澄での措抗性菌株の着生から見て殺菌土壌では無殺菌土壌に比して　Ｒ，sｏｌａｎｉと競合す

る菌群が認められるが，無殺菌土壌中でのＲ，sｏｌａｎｉに対する競合菌はＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ，＼ｕｓａｒiｕｍ

以外は腐生力はかなり低下する。しかし，Ｒ. ｓｏｌａｎｉも残存率は減少する。これに対し, F. oxy-

%ｔ＞ｏｒｕｍの残澄占有力は大きく，他菌の着生後も残澄上から多くか検出される。牛ユウリの着生競

合は７ｒｉｃｈｏｄｅｒｉｎａ, F. 0エｙｓｐｏｒｕｍ，Ｒ. ％ｏｌａｎｉ，Ｆ.　Ｔｏｓｅｕｍ，Ｈｕｍｉｃｏｌａ，Ｍｙｒｏtheciｕｍは強く，

Ａｓｐｅｒgillｕｓ，Penicilliｕｍ，Cl ａｄｏｒhinｕｍは弱い。

　これらの結果より，抗菌力をもつ菌群は必ずしも競合力か大であるとは云えない。また，基質に

対する競合により優勢菌群は，腐生競合の大きい菌群，抗菌力が環境に左右されやすい菌群，菌糸

仲長の速い菌群，基質上に局在する菌群などに分けられる。゛
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